
化〇
防
犯
活
動
の
強
化
（
登
下
校
の
見

守
り
活
動
）

　

30
年
度
は
何
か
を
変
え
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
福
祉
大
会

の
会
場
を
学
園
前
ホ
ー
ル
に
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
年
齢
制
限
も
外
し
ま
し

た
。
駅
前
で
す
の
で
気
軽
に
参
加
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
詳
細
は
７

月
ご
ろ
に
ご
案
内
で
き
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
会
場
が
大
き
い
の
で
た

く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
ぜ
ひ
お
願

い
し
ま
す
。

　

新
し
く
町
づ
く
り
協
議
会
準
備

委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
十
年
後

を
見
据
え
た
町
づ
く
り
の
活
動
で
、

社
会
福
祉
協
議
会
も
全
面
的
に
協

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
活
動
に
関
心

を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

（１） 平成 30 年 6 月 24 日 学 園 南 ふ れ あ い 地 域 情 報 紙

　

平
素
よ
り
自
治
会
活
動
に
一
方
な

ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

(

１)

地
域
自
治
協
議
会
設
立
の
準

備
活
動
に
つ
い
て

　

私
た
ち
の
町
は
、
少
子
高
齢
化
・

人
々
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
が
進
行

し
、
又
行
政
は
人
材
や
財
源
の
縮
減

に
伴
い
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
見
て
と

れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
策
と
し
て
、

昨
年
度
か
ら
当
地
の
20
団
体
を
「
自

治
会
」、「
防
災
・
防
犯
」、「
福
祉
」
の

３
分
野
に
分
け
、
各
団
体
の
体
制
を

維
持
し
つ
つ
相
互
に
協
働
活
動
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
地
区
に
居
住
の
方
全
員

（
自
治
会
未
加
入
者
を
含
む
）
を
対

象
に
何
ら
か
の
協
働
・
参
画
を
お
願

い
し
て
、
平
成
31
年
度
に
は
、
地
域

の
未
来
を
見
据
え
た
『
自
治
協
議

会
』
を
設
立
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

拙
速
と
な
ら
ず
着
実
に
、
こ
の
町

に
余
力
が
有
る
う
ち
に
、
こ
の
協
議

会
を
軌
道
に
乗
せ
た
い
と
念
じ
て
い

ま
す
。

(

２)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学

校
運
営
協
議
会
制
度
）
の
導
入
に
つ

い
て

　

こ
の
制
度
は
、
学
校
と
地
域
の

人
々
が
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、

地
域
と
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
達
を

育
む
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
達
は
地
域
の
宝
で
す
。
皆

さ
ん
も
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
お

ら
れ
ま
し
ょ
う
が
、
特
に
中
学
１
年

生
は
環
境
に
な
じ
め
ず
不
登
校
等
の

「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」
を
多
く
発
症
さ
せ

て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
達
に
と
っ
て
環
境
が
変
わ

る
こ
と
は
、
大
き
く
成
長
す
る
機
会

で
も
あ
り
ま
す
が
、
リ
ス
ク
も
大
き

い
よ
う
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
は
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
９

年
間
一
貫
教
育
を
推
進
し
て
リ
ス
ク

緩
和
と
な
る
為
に
も
、
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
へ
転
換
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

既
に
奈
良
市
内
で
導
入
さ
れ
て

い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
が
、
当
地
区

は
平
成
31
年
度
に
導
入
さ
れ
る
予

定
で
す
。
皆
様
に
は
、
地
域
の
子
ど

も
達
の
学
校
教
育
に
、
ご
理
解
と
お

力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
学
園
南
地
区
自
主
防

災
・
防
犯
協
議
会
の
会
長
に
任
命
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
三
丁
目
自
治
会
の

温
井
と
申
し
ま
す
。
昨
年
に
続
い
て

の
大
役
と
な
り
ま
す
が
、
少
し
で
も

地
区
全
体
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思

い
頑
張
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
引
き
続

き
地
区
住
民
の
方
々
に
は
ご
協
力
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
大
き
な
目
標
と
し
て
、

各
自
治
会
の
防
災
・
防
犯
活
動
が
昨

年
以
上
に
活
発
に
な
る
よ
う
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
特
に
災
害
時
に
お
け
る
近
隣
同

士
で
の
助
け
合
い
活
動
（
向
こ
う
三

軒
両
隣
）
連
帯
の
絆
づ
く
り
と
な
る

共
助
（
近
助
）
の
仕
組
み
を
作
る
こ

と
で
す
。
こ
の
こ
と
が
地
区
全
体
の

組
織
強
化
に
繋
が
り
、
災
害
時
に
強

い
地
区
が
形
成
さ
れ
る
と
考
え
ま

す
。

【
今
年
度
の
活
動
目
標
】

〇
各
自
治
会
で
の
防
災
・
防
犯
活
動

の
強
化

〇
自
助
・
共
助
（
近
助
）
の
組
織
強

発 行 人

学園南地区社会福祉協議会
会 長

編集責任者

森 本 徹 也

膳 　 隆 史

電話 0742-45-0993

第 37 号

地
区
自
治
連
合
会

会

長

廣 

嶋 

嘉 

昭

温 

井 

久 

男

会

長

地
区
自
主
防
災
・

防
犯
協
議
会

森 

本 

徹 

也

会

長

地
区
社
会
福
祉

協

議

会

今

年

度
の

重

点

方

針
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一
丁
目
自
治
会

　

中
山 

裕

　

い
つ
死
ん
で
も
い
い
と
思
い

な
が
ら
も
、
転
ば
ぬ
よ
う
、
ボ

ケ
ぬ
よ
う
、
誤
嚥
せ
ぬ
よ
う
、

孫
た
ち
と
遊
ぶ
時
間
を
楽
し
み

に
毎
日
生
活
し
て
い
ま
す
。
自

治
会
の
こ
と
は
何
も
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
少
し
で
も
ご
近
所
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
で
き
る
範

囲
で
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

一
丁
目
第
２
自
治
会

　

岡
本 

雅
恵

　

奈
良
に
越
し
て
き
て
６
年
に

な
り
ま
す
。
７
歳
と
１
歳
の
子

育
て
真
っ
最
中
で
す
。
皆
様
が

安
心
し
て
、
楽
し
く
暮
ら
せ
る

街
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
精

い
っ
ぱ
い
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
丁
目
パ
ー
ク
ス
イ
ー
ツ

管
理
組
合
自
治
会

　

嶋
田 

延
子

　

当
地
に
住
み
10
年
余
り
に
な

り
ま
す
が
、
初
め
て
連
合
自
治

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
住

み
良
い
街
に
す
る
た
め
の
多
岐

に
わ
た
る
活
動
に
目
を
見
張
る

思
い
で
す
。
少
し
で
も
お
役
に

立
て
る
よ
う
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

将
来
、
関
西
の
住
ん
で
み
た
い

街
に
な
る
こ
と
を
願
い
つ
つ…
。

二
丁
目
自
治
会

　

境 

治
彦

　

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
閑

静
な
学
園
南
の
街
が
、
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
安
全
・
安
心
で
、

み
ん
な
に
と
っ
て
住
み
や
す
く
、

魅
力
あ
る
街
で
あ
り
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。
初

め
て
の
自
治
会
役
員
活
動
で
す

が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

二
丁
目
北
自
治
会

　

高
比 

仁
子

二
丁
目
南
自
治
会

　

島
居 

一
康

　

近
頃
は
ど
こ
の
町
内
で
も
空

き
地
・
空
き
家
が
増
え
る
一
方
、

新
し
く
入
居
さ
れ
る
方
も
増
え

て
い
ま
す
。
私
の
町
内
で
も
昨

年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
新
入

居
の
予
定
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、
元
気
な

街
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

二
丁
目
南
苑
自
治
会

　

永
井 

泰

　

２
回
目
の
会
長
で
す
が
、
以

前
に
増
し
て
防
災
、
防
犯
、
安

全
、
安
心
の
役
割
が
自
治
会
活

動
に
期
待
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
親
睦
と
地
域
の
発

展
を
願
い
身
近
な
新
し
い
課
題

に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

三
丁
目
自
治
会

　

吉
井 

伸
幸

　

こ
の
地
域
に
移
り
住
ん
で
10

年
近
く
に
な
り
ま
す
。
高
齢
者

が
多
く
子
供
が
少
な
い
地
域
と

い
う
状
況
に
合
わ
せ
て
必
要
な

自
治
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
で
住
み
良
い
地
域
に
維

持
し
て
い
け
る
よ
う
微
力
を
尽

く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
丁
目
北
自
治
会

　

七
浦 

佳
菜
子

　

地
域
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
防

犯
、
防
災
活
動
が
と
て
も
充
実

し
て
い
て
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
良
き

街
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
活

動
を
大
切
に
、
子
供
か
ら
ご
高

齢
者
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

街
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
丁
目
中
自
治
会

　

井
上 

正
明

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
高
齢

者
が
若
年
世
代
を
支
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
代
と
も
言
わ
れ

ま
す
。
自
治
会
と
し
て
も
困
難

さ
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
少
し
で
も

前
進
す
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
丁
目
南
自
治
会

　

膳 

隆
史

　

年
々
高
齢
化
の
進
む
自
治
会

で
す
が
、
若
輩
な
り
に
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化
に

少
し
で
も
貢
献
し
た
い
で
す
。

ま
た
今
年
か
ら
「
ふ
れ
あ
い
」

誌
の
編
集
を
担
当
し
て
お
り
ま

す
。
広
報
で
地
域
を
盛
り
上
げ

る
一
助
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
平
成
30
年
６
月
１
日
付
委
嘱
】

内
藤
佳
代
（
三
丁
目
）

前
任
者
：
大
西

君
代
（
二
丁

目
北
）

平
成
30
年
度
自
治
会
長

内藤氏

少
年
指
導
委
員
の
異
動

みんなで
がんばろう！

（敬称略）
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鳥居正明委 員 長

学園南地区町づくり検討委員会

新組織「地域自治協議会」設立準備委員会がスタート

　当地区の地域活動全体を一体的に運営する「地域自治協議会」の設立問題につきましては平成27年度以

降、３次に亘って当委員会にて検討を重ねて参りましたが、その活動の総まとめとして「学園南地区　地域

自治計画」（中期計画）を編集し、先般、地域の皆様に配布させていただきました。

　お目通しいただき、ご意見を戴ければ幸甚であります。

　特に29年度（３次）に於きましては、設立準備委員会の発足を念頭に、「町の目指すべき姿」の確認、「諸

活動の現状と課題、今後の活動計画」の集約を主要テーマとして採り上げ、次の段階の「設立準備委員会」

への提言とさせていただきました。

　５月には準備委員会がスタートし、いよいよ設立に向けての具体的な活動が開始されます。

　準備委員会では、

・第１に皆様方への説明・ご意見の集約　を中心とした広報活動

・第２に規約・組織・事業計画・事業予算・役員選任・認可申請手続等、実務面での検討

・第３に設立総会の開催準備

等の各ステップでの活動が行われることになります。皆様方のご支持のもと、「学園南地区自治協議会」の設

立に向けて一歩・一歩前進して参りたいものです。

現　状

地域自治協議会の仕組み

全体組織図（イメージ）
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平
成
31
年
４
月
の
「
市
立
こ
ど

も
園
」
移
行
に
向
け
て
、
学
園
南

保
育
園
の
施
設
整
備
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

同
園
は
「
こ
ど
も
園
」
移
行
に

伴
い
園
舎
の
建
て
替
え
工
事
が

行
わ
れ
、
保
育
定
員
が
200
名
か

ら
250
名
に
増
員
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
地
域
の
待
機
児
童
問

題
の
改
善
や
保
育
環
境
の
充
実

が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

新
園
舎
の
建
築
は
30
年
７
月

～
31
年
１
月
に
行
い
、そ
の
後
、現

園
舎
の
解
体
と
園
庭
の
整
備
を

31
年
６
月
ま
で
行
う
計
画
で
す
。

学
園
南
保
育
園
の

「
こ
ど
も
園
」移
行
に
つ
い
て

　

長
ら
く
懸
案
の
、
駅
前
交
差

点
（
南
側
）
か
ら
学
園
南
三
丁

目
バ
ス
停
交
差
点
ま
で
の
道
路

拡
幅
工
事
が
動
き
出
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

６
月
５
日
に
県
か
ら
認
可
さ

れ
た
計
画
に
よ
れ
ば
、
道
路
幅

員
を
18
ｍ
に
拡
幅
し
、
両
側
に

は
歩
道
を
設
置
し
て
無
電
柱
化

さ
れ
ま
す
。
当
面
は
パ
ー
ク
ス

イ
ー
ツ
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
帝
塚

山
小
学
校
の
間
が
先
行
し
て
工

事
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

な
お
７
月
６
日
㈮
18
時
30
分

か
ら
、
西
部
公
民
館
４
階
で
工

事
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

関
心
の
あ
る
方
は
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

市
道
奥
柳
登
美
ヶ
丘
線
の

道
路
拡
幅
工
事
に
つ
い
て

第 37 号

主な行事予定 部会活動

・福祉大会　9月29日（土）13：30
　高齢者から児童までの集い　於：学園前ホール

・赤い羽根共同募金　10月1日（月）・11月3日（土）
・アートフェスタ　11月3日（土）～11月10日（土）
　当地区と帝塚山学園・大和文華館・西部公民館等との

　共催現代アート展＆コンサート＆地区在住の皆さんの

　作品展

・防災訓練　11月24日（土）9：00（予定）
　避難所開設訓練　於：あやめ池小学校

・防犯講習会　平成31年2月3日（日）13：30（予定）
　於：西部公民館４階

○ふれあいネットワーク
　研修会：月１回、ふれあいの日：毎週木曜日

○いきいきスクール
　月１回　青少年健全育成部会

○ぷちっこパーク
　週１回・火曜日　子育て支援の会

○ウォーキング
　月１回　ウォーキングクラブ

○グラウンドゴルフ
　月４回　軽スポーツクラブ

○パソコン教室
　月１回・第３水曜日　学園南ＩＣＴ部会

○学園南こども会
　月１～３回

園舎工事に先立ち、仮駐車場・仮園庭の

整備が５月に完了しました

拡
幅
工
事
計
画
区
間 現在の幅員 10ｍ

拡幅後の幅員 18ｍ

（掘削）
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